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【東北テーマ型観光の情報発信  東北物語】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【九州テーマ型観光の情報発信  歴史・文化を掘り下げる「うんちく」の旅】 
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仕掛３ 北陸の地域魅力に関するパブリシティ窓口の形成 
 ・旅行雑誌社やマスメディアが特集を組む場合、どの地域を選択するかは、各地域のパブリシティ

窓口との普段からの関係性が重要な要素になる。 

・北陸新幹線開業とあわせ、「北陸」地域の特集記事や番組を増やすためには、「北陸」のパブリシ

ティ窓口をつくり、マスメディアとの良好な関係性を構築するとともに、北陸内部の情報ネット

ワークを強化し、各メディアが取材等をしたい時に支援できる体制を確立することが重要であ

る。 

・そこで、北陸の地域魅力に関するパブリシティ窓口をつくり、マスメディアと太いパイプを作る

ことにより、全国発信される北陸の特集、記事、番組の増加を促し、北陸の認知度の向上を図る。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マスメディア 
（東京に集中） 

北陸 
物語情報・地域情

北陸の 
パブリシティ窓口 

ＴＶ局 

ラジオ局 

旅行雑誌 
編集者 

 一般雑誌 
編集者 

 

新聞社 

各県 
観光連盟 
 

市町村 
観光協会 
 

観 光 
まちづくり 
キーマン 

観光産業 
キーマン 

地域の 
メディア 

取 材 先

取 材 先

取 材 先

特集の依頼

取材先の手配

人脈形成

人脈形成

取材先の手配

取材先の紹介

特集番組 
特集記事 

一般記事 ドラマロケ 



161 

 
【パブリシティ戦略で重要な視点】 

・第 4回ワーキングにおける旅行雑誌編集者からの話題提供、検討結果より重要な視点をまとめる。 
メディアとの関係

構築 
・「北陸」としてパブリシティ戦略を行う場合、東京に広報担当者を配置して対

応する形が有効。 

・パブリシティ担当者の人間性が重要。 

・熱心に顔を出す担当者、編集者にとって有益な情報を持ってきてくれる担当

者、しつこくない担当者がメディアサイドから好まれる。 

・取材アポイントメントをとってくれたり、宿や航空券の手配をしてくれたり、

予算が無い時に編集協力金をつけてくれるような、編集者のアシスタント的

な役割をしてくれる担当者が好まれる。 

どのメディアを対

象とするか 
・パブリシティ戦略を行うメディアを選択する際、全国に発信力があるメディ

ア、北陸のブランドイメージを高めることができるメディアを選択する必要

がある。 

・現在の売れ筋を把握し、対象を絞り込む必要がある。 

・たくさんのメディアと太い関係性を作ろうとすると難しい。絞り込んで個別

対応するほうが効果的である。 

どのような情報

（プレスリリー

ス）が好まれるか 

・メディアサイドは、北陸という「面」、○○県という「面」で紹介すると読者

の興味を引くことが難しく部数増につながらない。 

・メディアは読者の求めるピンポイントの情報、つまり魅力的な「点」情報を

探し求めている。 

プレスツアーの開

催 
・いろいろな種類のメディア担当者を呼んで、プレスツアーをする場合がある

が、婦人誌とスポーツ新聞では関心事が異なるためうまくいかず、有効でな

い場合が多い。 

・絞り込んだ個別対応が望ましい。 

メディア戦略 ・広告宣伝、インターネットとパブリシティを高度に組合せ、露出度を高めて

いくことが重要である。 

 

【北陸の地域魅力に関するパブリシティ例：婦人画報の特集「あたたかな北の宿」】          
 
 
 
 
 
 
 
 
        

出所：婦人画報2009年2月号より 

日経新聞や婦人画報など、質の高いメ

ディアに取り上げられることにより、

北陸の認知、ブランド力が高まる。 
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方向性２ 北陸の魅力を高める・旅行者の満足度を高める 

 
北陸らしさを活かした観光まちづくり（リピーター創出） 

 
○旅行者のニーズが成熟化、多様化する中で、着地型観光等、地域の風土を感じさせる取組み

が重要な役割を担う。 
○着地型観光等の情報を総合的に発信するとともに、集客力の高い観光資源との連携を強化し、

旅行者の満足度を総合的に高める取組みを進める。 
 

 
（１）地域資源の連携方法 
・北陸の新しいブランド軸として「日本の真ん中に残された原風景」を提案している。旅行者の

これからのトレンドとして「地域の風土を肌で感じるホンモノ志向」が求められており、北陸

の魅力である美しい生活文化に、着地型観光によってふれてもらうことが、大きな満足度につ

ながる。 
・集客力の高い温泉、食、自然、伝統・歴史等の資源と、新しいブランド軸である、美しい生活

文化、心の原風景、美術・文学を育てる風土などを組み合わせることが、北陸の魅力を高め、

旅行者の満足度を高めるために必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集客力の高い地域資源 

 ブランド軸 美しい暮らしが残る北陸 
 

生活文化が色濃く残る北陸 心 の 原 風 景

日本の真ん中に残された原風景 

生活文化にふれる着地型観光 

●美しい生活文化・それを語る人 
（着地型観光・グリーンツーリズム等） 
●心の原風景（山岳信仰・真宗、思想） 
●美術や文学を育てる風土 

●温泉・温泉旅館  
●食・カニ・海産物 
●自然（山・海） 
●伝統工芸、祭り 
●歴史的なまち・世界遺産 

誘客促進軸

連 携 

マ ー ケ ッ ト

（ 旅 行 者 ）

観光まちづくり 
〔仕掛５〕 

マーケティング 
〔仕掛６〕 

観光案内強化 
〔仕掛７〕 

情報収集・発信 
〔仕掛４〕 
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■着地型観光と集客力の高い地域資源の連携例 
 
例１）みんなで農作業の日 in 五箇山 

 
 
  

 
 ・世界遺産集落で農業体験をすることにより、五箇山が歴史的に培ってきた奥深い生活文化、

食文化にふれることができる。 
  ・世界遺産集落を見るだけでなく体験の場とすることで、魅力を伝え、リピーターを増やして

いる。 
 
例２）七尾のまちなか・ふれあい観光 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ・和倉温泉に近い七尾のまちなかにおいて、各商店がそれぞれの商いに関する情報や、まちの

歴史を伝える語り部処になることにより、旅行者は能登の生活文化を知り、感動する。 

・当初 13 軒から始まった語り部処は 68軒に増え、平成 20 年は 170 の団体と個人が訪れており

リピーターが増えている。 

 ・和倉温泉からはミニ定期観光バス「華の香号」が運行され、連携を強めている。 

集客力の高い地域資源 生活文化にふれる着地型観光 

集落での農業体験 
 

世界遺産 五箇山集落 
 

連携 

集客力の高い地域資源 生活文化にふれる着地型観光 

一本杉商店街の語り部処 
 

和 倉 温 泉 

連携 



164 

■着地型観光と集客力の高い地域資源の商品化例〔ＪＡＬ旬感旅行・和倉温泉×花嫁のれん展〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「出典：JAL 旬感旅行」 
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■旅行代理店が展開する着地型観光の予約・販売サイト「旅の発見」 
・近畿日本ツーリストと角川グループが業務提携し､日本各地の体験プログラム・アクティビティを検

索･予約できるサイト「旅の発見」を運営｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【ツアー例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 【ツアー例】 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京の台所、築地市場は日本

最大の魚市場。”魚の達人”の

後に続いて、多くの魚が並ぶ

場内市場へ。場内をじっくり

1周半ぐらい見て回ってから、

築地の魚が堪能できる飲食店

へ。魚の魅力が存分に味わえ

るツアー。 

 

遠州袋井は寺処として有名

で、古刹や名刹が集まってい

る。現代でも旅人の疲れをや

わらかく癒すおもてなしの心

が息づいている。お坊さんと

同じ修養をすることで得られ

る癒しを体験するツアー 

 


